



A  Report of Development Physical Activities in Children Three to Five Years Old with Play Exercise 
中　　俊博　　　　　　　　　　大河内　千恵
　　　　　　　 　　　    NAKA  Toshihiro      　　　　   　  OOKAWACHI Chie
　　　　　　　　　   　（和歌山大学教育学部 )　　　　　　　　   ( 東貴志保育所 )
　幼児期の活動性を開発すべく週 5 回、30 分間の特別運動遊びを実践し、７項目（25m 走、立幅跳、テニスボール
投、片足連続とび、腕立体支持、握力、背筋力）の体力測定を 5 月と 10 月の二回行い、この変化量から特別運動遊
びの効用を見ると、全年齢男女ともに腕立体支持を除いたあとの６項目に有意な増加が見られた。なお、体格（身
長、体重）の有意な増加もあり、自然成長による体力の発達も考えられるが、７項目中 6 項目に有意な増加が見ら
れたこと、また、3 歳男児で片足連続とびのできない園児の比率が 5 月値 58.1％から 10 月には 16.1% に減少し、ま























続とびなどの脚力の低下を指摘し、中でも 3 歳から 3
歳6ヶ月未満の男児の片足連続とびのできない（0ｍ）




見るべく 5 月と 10 月の二回の体力測定値の変化量を
考察した結果を報告する。
２．対象・測定項目・方法
１）対象園児：2005 年の対象園児は W県 N郡 K町（現
在 K 市）の４保育所の男女園児、3 歳男児 62 名、女
児 59 名、4歳男児 65 名、女児 55 名、5歳男児 61 名、



















グ（30 秒）→スキップ（30 秒）→ストップ（10 秒）
→《こきざみにストップ・ランニングを数回繰り返し》
→ストップ（20 秒）→スキップ (30 秒 ) →ストップ




































　3 歳、4 歳、5 歳男女児を同年齢でも、10 月から翌
年 3 月までの生まれ児を「遅生まれ群」4 月から９月
までの生まれの児を「早生まれ群」に区分した。































































































58.1% であったが 10 月には 16.1％と低下している。
同様に、男児早生まれ群では 26.7% から 6.7%、女児
遅生まれ群、24.2% から 16.1％、早生まれ群 21.2％
から 0％といずれも目立った比率の減少が見られる。
　図２は腕立体支持の 3 秒未満児の比率の 5 月から
10 月の変化を要約した図である。
　3 歳遅生まれ群の場合、5 月に 41.9% であったが、
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